
地域における要援護者の見守りネットワーク強化事業 

「認知症高齢者等の行方不明時の早期発見」の取組状況について 

 

 

○ 登録者の状況分析 

・ 平成 30年度末時点の登録者数は大阪市全体では 2,285人（大正区：65人）となって

いる。（各区別の状況は別添資料参照） 

・ 登録者に年齢条件は無いが多くが高齢者であると考えられ、登録者数が多い区は 65

歳以上人口も比較的多い区となっている。 

・ 一方で、65歳以上人口が多いからと言って、必ずしも 65歳以上千人当たりの登録者

数が多いとは限らない。 

・ また、平成 30年度に行方不明者の発見協力依頼メール件数は市全体で 122件（大正

区：１件）であり、登録者数の多い区は協力依頼も多くなっている傾向がみられる。 

・ 大正区の登録者数は、65歳以上人口に概ね比例して市内で 17番目の数となっている

が、65歳以上千人当たりの登録者数でみると 3.3人であり、平均的である。 

 

 

○ 行方不明者の発見協力依頼メール配信に至らなかったケース 

・ 大正区では上記のとおり、行方不明者の発見協力依頼メール配信したケースは１件で

あった。 

・ 一方で、ケアマネジャ等から「行方不明となった。警察に届出をした」等の連絡が入

り、行方不明者の発見協力依頼メールの発信準備をしていたところ、近隣で無事保護

されたと家族に連絡が入り、メール発信に至らないケースが２件あった。 

・ いずれのケースも近隣や事業者等との関係が本人のみならず、家族ともつながってい

たことで大事に至らなかった。 



地域における要援護者の見守りネットワーク強化事業「認知症高齢者等の行方不明時の早期発見」の取組状況について（データ編）

平成30年度

協力依頼

メール件数

1 生野区 228人 15件 平野区 55,320人 西淀川区 7.0人

2 東住吉区 205人 10件 東淀川区 43,997人 東住吉区 5.5人

3 西淀川区 172人 7件 西成区 43,450人 生野区 5.5人

4 城東区 158人 11件 城東区 43,002人 阿倍野区 5.3人

5 阿倍野区 150人 6件 住吉区 42,906人 旭区 4.6人

6 東淀川区 128人 10件 淀川区 42,211人 鶴見区 4.3人

7 旭区 127人 5件 生野区 41,328人 城東区 3.7人

8 鶴見区 110人 3件 東住吉区 37,136人 浪速区 3.7人

9 住吉区 101人 6件 住之江区 37,066人 東成区 3.4人

10 西成区 100人 5件 阿倍野区 28,087人 大正区 3.3人

11 住之江区 96人 7件 旭区 27,318人 港区 3.0人

12 平野区 92人 9件 都島区 26,470人 東淀川区 2.9人

13 北区 73人 1件 鶴見区 25,444人 福島区 2.9人

14 東成区 72人 8件 北区 25,196人 北区 2.9人

15 淀川区 70人 4件 西淀川区 24,405人 中央区 2.6人

16 港区 67人 4件 港区 22,509人 住之江区 2.6人

17 大正区 65人 1件 東成区 21,239人 此花区 2.6人

18 浪速区 51人 1件 大正区 19,998人 天王寺区 2.5人

19 此花区 46人 1件 此花区 17,981人 住吉区 2.4人

20 福島区 44人 5件 天王寺区 16,240人 西成区 2.3人

21 中央区 42人 2件 中央区 16,206人 平野区 1.7人

22 都島区 40人 1件 西区 15,994人 淀川区 1.7人

23 天王寺区 40人 0件 福島区 15,154人 都島区 1.5人

24 西区 8人 0件 浪速区 13,955人 西区 0.5人

市全体 2,285人 122件 市全体 702,612人 市平均 3.3人

65歳以上千人当たり登録者数

（平成31年4月1日現在）

65歳以上人口

（平成31年4月1日現在）

登録者数

（平成30年度末）


